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研
究
ノ
ー
ト

被
差
別
部
落
の
起
源
に
見
る
「
旃
陀
羅
が
子
な
り
」
の
一
考
察（
Ⅱ
）

鶏
　
内
　
泰
　
寛

序
　
『
被
差
別
部
落
の
起
源
に
見
る
「
旃
陀
羅
が
子
な
り
」
の
一
考
察
（
Ⅰ
）』
で
は
、
日
本
古
代
の
奴
隷
制
度
か
ら
、
日
蓮
聖
人
在
世
の
鎌

倉
時
代
ま
で
の
穢
多
と
い
う
言
語
の
発
生
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
こ
で
注
意
頂
き
た
い
の
は
、
日
蓮
聖
人
在
世
ま
で
に
穢
多
と
い
う
言
葉

の
成
立
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
社
会
的
身
分
制
度
と
し
て
の
明
確
な
規
定
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
穢
多
が
最

下
層
の
身
分
と
し
て
法
制
化
の
下
に
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
み
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
代

に
於
い
て
、
農
民
の
み
が
食
料
で
あ
る
五
穀
の
供
給
者
で
あ
り
、
国
費
を
支
弁
す
る
納
税
者
で
あ
り
公
民
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
肉
や

魚
な
ど
の
副
食
料
は
「
お
添
え
」
で
あ
り
、
そ
の
生
産
者
は
、
農
民
か
ら
主
食
で
あ
る
五
穀
を
乞
う
以
上
、
公
民
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ

た
。
鎌
倉
時
代
に
於
い
て
は
、
穢
多
と
い
う
言
葉
も
濫
僧
、
非
人
、
乞
丐
、
清
目
な
ど
と
同
様
に
賤
民
の
一
つ
と
し
て
把
握
さ
れ
い
た
。

そ
れ
故
、『
被
差
別
部
落
の
起
源
に
見
る
「
旃
陀
羅
が
子
な
り
」
の
一
考
察
（
Ⅰ
）』
の
「
日
蓮
と
旃
陀
羅
」
の
項
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の

中
で
「
穢
多
＝
旃
陀
羅
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
」
と
し
た
部
分
に
於
い
て
は
、
身
分
制
度
を
含
ん
だ
も
の
と
し
て
の
誤
解
を
与
え
か
ね
な

い
表
現
で
あ
っ
た
と
省
み
て
、
訂
正
、
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
こ
こ
で
は
、
室
町
時
代
か
ら
明
治
維
新
ま
で
の
穢
多
阻
害
に
対
す
る
社
会
変
動
を
知
り
、
そ
の
時
代
背
景
の
中
で
日
蓮
聖
人
の

「
旃
陀
羅
が
子
な
り
」
の
発
言
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
考
察
す
る
。
ま
た
、
穢
多
へ
の
偏
見
は
、
現
在
へ
続
く
様
々
な

社
会
問
題
を
捉
え
て
い
く
上
で
も
重
要
な
事
で
あ
る
と
考
え
る
。

特
殊
部
落
の
成
立

　

中
世
の
日
本
に
お
け
る
最
も
大
き
い
特
徴
は
、
武
士
が
支
配
階
級
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
公
武
の
争
闘
の
結
果
と
し
て
、
中
央
権
力

の
崩
壊
と
な
り
、
地
方
の
権
力
の
躍
進
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
覇
者
の
時
代
が
開
か
れ
、
群
雄
が
各
地
に
割
拠
し
、
大
領
地
制
度

が
興
っ
た
。

　

当
時
の
社
会
階
級
は
、
貴
族
、
平
民
、
賤
民
の
三
層
を
形
成
し
て
い
た
。
貴
族
は
、
前
代
の
貴
族
の
継
続
た
る
公
家
な
ら
び
に
新
興
支

配
階
級
た
る
武
家
で
あ
る
。
平
民
は
、
農
民
、
商
人
、
工
匠
な
ど
で
あ
る
。
賤
民
は
、
穢
多
と
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
穢

多
の
職
業
範
囲
は
、
極
め
て
多
岐
に
渡
っ
た
。
彼
ら
は
、
キ
ヨ
メ
、
河
原
者
と
呼
ば
れ
、
本
来
の
賤
業
以
外
に
、
社
寺
都
邑
の
掃
除
夫
、

井
戸
堀
、
駕
輿
丁
、
植
木
職
、
遊
芸
な
ど
の
職
を
つ
と
め
た
。
掃
除
は
、
小
法
師
な
ど
と
呼
ば
れ
当
時
の
賤
民
の
従
事
し
た
職
業
中
重
要

な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
依
然
と
し
て
人
身
売
買
は
行
わ
れ
て
い
た
。

　

穢
多
に
対
す
る
極
端
な
賤
視
は
、
そ
の
穢
物
に
触
れ
、
あ
る
い
は
殺
傷
、
肉
食
を
行
っ
た
点
か
ら
、
仏
教
者
な
ら
び
に
両
部
神
道
家
の

忌
む
所
と
な
っ
た
の
に
起
因
す
る
。
穢
多
を
侮
蔑
す
る
感
情
を
煽
っ
て
一
つ
の
社
会
的
規
範
な
ら
し
め
た
一
因
は
、
殺
生
禁
忌
の
風
を
広

め
た
仏
教
教
団
に
も
あ
る
。
死
牛
馬
の
始
末
、
汚
物
の
取
り
片
付
け
、
境
内
内
外
の
警
邏
掃
除
に
は
必
ず
穢
多
の
手
を
必
要
と
し
た
。

　

穢
多
の
職
業
は
、
世
人
の
嫌
う
職
業
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
独
占
し
た
穢
多
は
、
各
地
に
お
い
て
必
要
な
も
の
と
し
て
種
々
の
特
権

を
持
っ
て
優
遇
さ
れ
た
。
小
法
師
が
禁
中
庭
前
の
掃
除
の
他
に
、
藁
箒
や
お
召
の
草
履
を
献
上
し
、「
御
紋
付
」
の
提
灯
を
許
さ
れ
た
の

は
そ
の
顕
著
な
も
の
で
あ
る
。
芝
居
の
櫓
銭
、
市
店
の
棚
銭
の
徴
集
、
そ
の
他
地
方
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
種
々
の
特
権
を
与
え
ら
れ
、



121

被差別部落の起源に見る「旃陀羅が子なり」の一考察（Ⅱ）（鶏内）

ま
た
別
に
独
占
の
工
業
を
有
し
て
い
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
相
当
裕
福
な
生
活
を
行
え
、
行
政
の
上
で
も
放
任
さ
れ
た
。
服
装
に
も
過
酷

な
干
渉
圧
迫
は
な
か
っ
た
。

特
殊
部
落
の
発
達

　

室
町
時
代
の
末
期
、
戦
国
動
乱
の
時
代
は
下
剋
上
の
時
代
で
あ
っ
た
。
土
民
は
支
配
階
級
の
脚
下
に
不
合
理
に
置
か
れ
そ
の
存
在
は
認

め
ら
れ
ぬ
代
わ
り
に
、
実
力
あ
る
も
の
は
容
易
に
凌
駕
し
て
こ
れ
を
征
服
し
、
や
が
て
自
ら
そ
の
支
配
の
階
級
に
上
り
得
る
自
由
の
時
代

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
徳
川
時
代
の
幕
開
け
と
共
に
こ
の
流
れ
は
一
蹴
さ
れ
、
封
建
制
度
を
法
制
化
し
、
専
制
的
な
中
央
集
権
の
時
代
と

な
っ
た
。

　

高
橋
貞
樹
著
『
被
差
別
部
落
一
千
年
史
』
の
「
近
世
封
建
の
社
会
と
社
会
階
級
」（
一
一
五
頁
）
に
、「
統
治
政
策
上
か
ら
考
え
て
も
、

自
己
の
支
配
を
確
実
に
す
る
た
め
に
も
、
封
健
制
度
は
武
士
階
級
に
と
っ
て
最
も
望
ま
し
い
政
治
形
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
厳
し
い
組
織

の
下
に
行
わ
れ
る
一
つ
の
統
治
形
式
で
あ
る
。
社
会
は
領
主
に
よ
る
土
地
の
領
有
上
に
そ
の
基
礎
を
お
い
た
。
伝
統
的
宗
教
思
想
は
、
こ

の
時
代
の
支
配
階
級
に
順
応
し
て
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
社
会
統
制
の
根
本
的
手
段
は
武
士
階
級
の
擁
護
に
あ
る
の
で
、
戦
国
時
代
の
末
期

か
ら
都
市
の
発
達
や
商
業
の
隆
盛
に
伴
う
自
由
な
風
潮
は
、
徳
川
氏
の
利
己
的
な
政
策
の
た
め
に
消
え
去
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　

階
級
制
度
が
法
制
的
に
整
頓
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
士
・
農
・
工
・
商
・
穢
多
・
非
人
の
階
級
的
障
壁
の
苛
酷
な
、
あ
た
か
も
イ
ン
ド

の
カ
ー
ス
ト
制
度
の
よ
う
な
身
分
制
度
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

農
民
の
地
位
は
「
胡
麻
の
油
と
百
姓
は
絞
れ
ば
絞
れ
る
ほ
ど
出
る
も
の
な
り
」『
西
域
物
語
』、「
難
儀
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
に
し
て
気
ま
ま

を
さ
せ
ぬ
が
百
姓
ど
も
へ
の
慈
悲
な
り
」『
徳
川
実
紀
』
と
あ
る
よ
う
に
極
め
て
劣
悪
で
あ
り
、
困
窮
を
極
め
た
。

　

穢
多
に
お
け
る
奴
隷
的
地
位
も
悪
化
し
、
そ
の
極
み
に
達
し
た
。
穢
多
と
非
人
は
奴
隷
中
の
奴
隷
で
、
徳
川
幕
府
の
階
級
政
策
の
犠
牲
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と
な
り
苦
汁
を
な
め
た
。
そ
の
経
済
的
活
動
の
範
囲
を
制
限
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
普
通
民
と
の
婚
姻
を
禁
じ
ら
れ
、
人
間
と
し
て
の
待

遇
は
さ
れ
ず
家
畜
扱
い
さ
れ
、
人
間
と
し
て
の
権
利
は
悉
く
剥
奪
さ
れ
て
い
っ
た
。

穢
多
と
非
人
の
違
い

　

穢
多
は
先
天
的
賤
民
と
考
え
ら
れ
て
、
絶
対
に
自
由
民
（
自
ら
の
権
利
を
自
由
に
行
使
で
き
る
人
民
）
と
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
自
由
民
も
穢
多
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
非
人
も
本
来
非
人
と
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
自
由
民
が
非
人
と
な
り
。
非
人
が
自
由

民
と
な
り
得
た
。
本
来
非
人
の
他
、
自
由
民
自
ら
非
人
を
希
望
し
た
も
の
、
癩
病
患
者
、
御
定
書
第
百
三
条
（
御
仕
置
仕
刑
の
事
）
に
示

さ
れ
た
、
非
倫
な
情
交
、
不
義
の
情
死
未
遂
、
主
人
と
下
女
の
情
死
未
遂
の
際
の
主
人
、
離
縁
を
し
た
妻
を
負
傷
さ
せ
た
も
の
、
十
五
歳

以
下
の
無
宿
の
盗
な
ど
は
非
人
と
さ
れ
た
。
非
人
で
も
十
年
以
上
非
人
小
屋
に
い
た
も
の
や
、
非
人
と
な
っ
て
い
た
間
に
非
人
と
の
子
を

も
う
け
た
も
の
は
、
特
別
な
場
合
を
除
い
て
自
由
民
に
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
非
人
は
穢
多
が
手
工
品
や
牛
馬
の
皮
革
な
ど
を

扱
え
た
の
に
対
し
、
主
に
施
与
を
乞
う
の
み
で
あ
っ
た
。

穢
多
頭
弾
左
衛
門

　

上
杉
聰
著
『
部
落
史
が
か
わ
る
』
の
「
部
落
問
題
の
本
質
と
そ
の
現
れ
」（
一
五
五
頁
）
の
中
に
弾
左
衛
門
に
つ
い
て
の
こ
ぼ
れ
話
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
弾
左
衛
門
は
江
戸
浅
草
に
住
し
、
関
東
一
円
に
影
響
が
及
ん
だ
と
さ
れ
る
穢
多
・
非
人
頭
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
弾

左
衛
門
は
、
灯
心
を
専
売
し
て
い
た
。
灯
心
は
、
油
を
入
れ
た
皿
に
ひ
た
し
、
縁
か
ら
の
ぞ
か
せ
た
先
端
に
火
を
と
も
す
糸
状
の
も
の
で
、

油
を
よ
く
吸
い
込
む
藺
草
の
白
い
芯
が
こ
れ
に
使
用
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
江
戸
城
へ
の
上
納
を
は
じ
め
関
東
一
円
の
夜
の
明
か
り
は
全
て

弾
左
衛
門
に
よ
っ
て
灯
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
弾
左
衛
門
は
、
江
戸
城
と
の
パ
イ
プ
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
浅

草
の
一
区
画
に
部
下
と
と
も
に
住
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
囲
内
と
い
い
、
地
方
の
管
轄
下
の
も
の
を
合
わ
せ
て
差
配
場
と
言
っ
た
。
寛
政
十
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二
年
八
月
の
書
上
げ
に
よ
る
と
、
囲
内
な
る
手
下
が
二
百
三
十
二
戸
、
そ
の
内
手
代
及
び
書
役
が
七
十
戸
、
役
人
が
六
十
戸
で
、
そ
の
他

に
百
六
十
五
戸
が
平
の
者
で
あ
っ
た
。
弾
左
衛
門
差
配
下
の
関
八
州
、
甲
斐
、
駿
河
、
伊
豆
、
陸
奥
の
十
二
カ
国
の
内
、
長
吏
が
総
戸
数

五
千
四
百
三
十
二
戸
あ
り
、
穢
多
・
非
人
の
総
戸
数
は
七
千
五
百
二
十
八
戸
に
上
っ
た
。
彼
の
支
配
下
に
は
、
猿
舞
わ
し
、
田
楽
、
猿
楽
、

遊
女
屋
、
湯
屋
、
陰
陽
師
、
神
子
、
筆
結
、
墨
師
、
弓
矢
師
、
襖
師
、
表
具
師
、
石
切
師
、
左
官
、
蝋
燭
屋
な
ど
多
岐
に
及
ん
だ
。

　

京
都
に
も
、
百
九
石
七
斗
七
升
の
朱
印
高
を
給
せ
ら
れ
、
山
城
か
ら
近
江
、
摂
津
の
一
部
ま
で
統
率
し
た
下
村
勝
助
と
い
う
穢
多
頭
が

お
り
、
二
条
城
の
掃
除
の
公
役
を
司
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
代
限
り
で
取
り
潰
し
に
な
っ
て
い
る
。

穢
多
に
対
す
る
命
の
重
さ

　

当
時
の
穢
多
に
対
す
る
命
の
重
さ
を
あ
ら
わ
す
出
来
事
が
高
橋
貞
樹
著
『
被
差
別
部
落
一
千
年
史
』
の
「
穢
多
非
人
の
処
刑
」
の
章

（
一
四
一
頁
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
紹
介
す
る
。

　

安
政
六
年
、
江
戸
の
山
谷
の
真
崎
稲
荷
の
初
午
の
祭
礼
の
日
に
そ
れ
は
起
こ
っ
た
。
浅
草
亀
岡
町
の
穢
多
が
一
人
参
詣
の
た
め
に
稲
荷

の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
。
山
谷
の
無
頼
漢
は
こ
れ
を
見
付
け
て
、「
穢
多
が
神
詣
り
に
き
た
、
汚
れ
る
汚
れ
る
」
と
連
呼
し
若
者
大
勢
を
呼

び
集
め
て
喧
嘩
を
吹
き
掛
け
た
。
彼
は
言
い
放
っ
た
。「
俺
だ
っ
て
人
間
だ
、
神
詣
り
す
る
に
何
の
不
思
議
が
あ
る
か
い
。」
と
こ
ろ
が
言

い
も
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
「
畜
生
だ
。
殺
し
て
し
ま
え
。」
と
叫
び
な
が
ら
、
寄
っ
て
た
か
っ
て
袋
叩
き
に
し
て
つ
い
に
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
部
落
の
も
の
は
憤
慨
し
、
弾
左
衛
門
を
通
じ
手
下
人
の
処
分
を
願
い
出
た
。
度
々
の
催
促
に
白
洲
が
開
か
れ
た
。
こ
の
時
、

奉
行
播
磨
守
は
言
う
。「
お
よ
そ
穢
多
の
身
分
は
平
民
の
七
分
の
一
に
相
当
す
る
。
穢
多
七
人
を
殺
す
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
町
人
一
人
の
下

手
人
を
出
す
こ
と
は
で
き
ぬ
。
一
人
の
下
手
人
が
欲
し
く
ば
、
あ
と
六
人
殺
し
て
来
い
。」
こ
れ
が
最
後
の
判
決
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
出
来
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
一
般
の
者
が
穢
多
に
対
し
た
犯
罪
は
咎
め
ら
れ
ず
、
穢
多
が
一
般
の
者
に
対
し
た
と
き
は
厳
重

に
処
罰
さ
れ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
。
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穢
多
寺
院
の
成
立

　

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
お
寺
や
神
道
の
祭
り
や
行
事
と
い
う
も
の
は
今
日
の
我
々
が
想
像
す
る
以
上
に
人
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
大

事
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
穢
多
は
そ
こ
か
ら
も
締
め
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
仏
教
で
は
、
穢
多
に
近
づ

く
も
の
を
も
っ
て
戒
律
に
背
く
も
の
と
ま
で
解
さ
れ
、
ま
た
神
道
家
の
方
で
も
同
様
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。『
神
道
柱
立
』
に
は
、「
屠
児

は
神
国
に
住
む
と
い
え
ど
も
、
神
孫
に
あ
ら
ず
、
故
に
神
祭
る
事
な
ら
ず
、
厠
な
ど
に
行
き
て
も
手
水
せ
ず
、
親
族
の
忌
服
を
う
け
ず
、

ま
た
不
浄
を
見
て
唾
吐
し
を
知
ら
ず
」（
玉
田
永
教
著
、
寛
政
十
一
年
）
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
浄
土
真
宗
は
穢
多
の
人
々
へ
の
布
教
を
試
み
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
高
橋
貞
樹
著
『
被
差
別
部
落
一
千
年

史
』
の
「
仏
徒
の
賤
視
観
念
煽
動
」
の
章
（
一
四
三
頁
）
で
こ
の
よ
う
な
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
親
鸞
上
人
は
、
御
同
行
御
同
胞
と

賤
民
の
手
を
握
り
抱
き
あ
っ
て
非
人
の
差
別
な
く
教
え
を
説
き
、
祇
園
の
犬
神
人
の
群
を
教
化
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
社
会
の
圧
迫
侮

辱
を
堪
え
が
た
き
に
ま
で
受
け
、
現
実
生
活
に
は
絶
望
し
か
持
て
な
か
っ
た
穢
多
の
人
々
に
と
っ
て
、
肉
食
妻
帯
を
許
し
、
共
に
阿
弥
陀

仏
を
信
じ
る
こ
と
を
許
す
浄
土
真
宗
に
帰
依
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

被
差
別
部
落
の
起
源
に
見
る
「
旃
陀
羅
が
子
な
り
」
の
一
考
察
（
Ⅰ
）
で
示
し
た
図
２
の
大
正
九
年
十
二
月
の
内
務
省
の
統
計
で
、
浄

土
真
宗
に
穢
多
の
信
徒
が
群
を
抜
い
て
多
い
こ
と
に
も
そ
れ
は
見
て
取
れ
る
。
徳
川
時
代
の
中
期
に
は
布
教
が
広
ま
り
、
浄
土
真
宗
の
寺

院
が
盛
ん
に
建
立
さ
れ
た
。
穢
多
の
人
々
の
信
仰
は
厚
く
、
一
部
落
に
八
ケ
寺
を
有
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

て
穢
多
寺
の
成
立
を
見
た
の
で
あ
る
。

大
塩
平
八
郎
の
乱
と
封
建
制
度
の
崩
壊

　

天
保
八
年
二
月
十
九
日
、
大
塩
平
八
郎
の
乱
が
起
こ
っ
た
。
全
国
的
な
飢
饉
の
最
中
、
豪
商
が
役
人
と
手
を
結
び
、
米
の
買
い
占
め
を
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行
い
、
米
価
を
つ
り
上
げ
た
た
め
町
人
が
非
常
に
困
窮
し
た
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
、
大
塩
平
八
郎
が
反
乱
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
本
来
、

大
塩
平
八
郎
は
幕
府
の
政
治
を
正
し
封
建
支
配
の
再
興
を
図
っ
た
の
だ
が
、
結
果
と
し
て
大
塩
の
思
い
と
は
正
反
対
の
も
の
と
な
っ
た
。

幕
府
の
役
人
が
大
阪
で
反
乱
を
起
こ
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
天
下
を
脅
か
し
幕
府
の
威
信
を
失
わ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

幕
府
は
、
権
威
と
政
治
を
回
復
し
よ
う
と
天
保
十
二
年
か
ら
水
野
忠
邦
に
よ
る
天
保
の
改
革
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
改
革
は
失

敗
に
終
わ
り
、
水
野
忠
邦
は
三
年
で
失
脚
し
た
。

　

こ
の
頃
に
な
る
と
、
士
農
工
商
の
身
分
制
度
に
崩
壊
が
生
じ
て
き
た
。
士
農
工
商
と
い
う
制
度
そ
の
も
の
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い

た
が
、
武
士
の
生
活
困
窮
、
精
神
的
堕
落
に
よ
り
、
農
民
や
町
人
が
金
銭
を
支
払
い
武
士
に
な
っ
た
り
、
武
士
が
豪
商
か
ら
養
子
を
迎
え

入
れ
た
り
し
、
血
筋
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
千
葉
周
作
は
陸
前
の
田
舎
医
師
の
家
か
ら
の
出
で
、
近
藤
勇
や
土
方
歳

三
は
武
州
多
摩
郡
の
百
姓
の
出
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
幕
藩
体
制
の
基
礎
を
な
す
封
建
制
度
の
崩
壊
を
食
い
止
め
よ
う
と
、
幕
府
は
特
に
穢
多
、
非
人
に
対
し
て
「
穢
多
狩
り
」

な
ど
の
厳
し
い
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
ま
た
、
服
装
に
お
い
て
も
干
渉
圧
迫
が
生
じ
、
和
歌
山
藩
で
は
部
落
外
へ
出
る
時
に
は
、
一
目
で

穢
多
と
わ
か
る
よ
う
に
ほ
う
か
む
り
を
禁
じ
、
土
足
で
歩
く
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
岡
山
藩
で
は
安
政
二
年
の
お
触
書
で
部
落
民
（
穢
多
の
人
々
の
集
落
）
の
衣
服
を
渋
染
め
の
茶
色
か
藍
染
の
紺
色
に
限
り
、
柄

物
は
禁
じ
、
雨
天
の
時
の
外
出
は
傘
を
許
さ
ず
土
足
と
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
憤
っ
た
部
落
民
は
、
領
内
五
十
三
ケ
村
が
嘆

願
書
を
出
し
、
千
数
百
人
の
穢
多
の
人
々
が
た
ち
上
が
り
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
が
、
藩
は
部
落
民
の
禁
服
反
対
の
要
求
を
黙
認
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
藩
は
倹
約
令
を
実
施
で
き
ず
御
触
書
は
撤
廃
さ
れ
た
。
こ
れ
を
渋
染
一
揆
と
い
う
。
首
謀
者
は
、
獄
中
に
入
れ
ら

れ
、
中
に
は
厳
し
い
取
り
調
べ
な
ど
に
よ
り
死
亡
す
る
者
も
あ
っ
た
。
こ
の
渋
染
一
揆
に
は
、
そ
の
当
時
の
宗
教
界
も
関
わ
っ
て
い
た
。

　

結
局
は
、
封
建
制
度
下
に
お
い
て
穢
多
と
い
う
境
遇
を
逃
れ
る
す
べ
は
、
部
落
の
脱
走
の
み
で
あ
っ
た
。
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明
治
維
新
と
部
落

　

明
治
維
新
の
革
命
が
、
徳
川
時
代
に
醞
醸
し
た
旧
制
度
の
弊
害
の
多
く
を
改
廃
し
た
。
明
治
二
年
三
月
の
公
議
所
に
お
い
て
加
藤
弘
之

が
「
非
人
穢
多
御
廃
止
の
儀
」
を
述
べ
て
い
る
。

　
「
非
人
穢
多
の
儀
そ
の
縁
由
は
確
実
に
分
兼
候
え
ど
も
、
到
底
人
類
に
相
違
こ
れ
な
き
者
を
人
外
の
御
取
扱
い
に
相
成
候
は
、
甚
だ
以

て
天
理
に
背
き
候
儀
、
か
つ
は
方
今
外
国
と
交
際
の
時
に
方
り
て
さ
よ
う
の
事
そ
の
ま
ま
に
成
置
か
れ
候
て
は
、
第
一
に
国
辱
こ
の
上
な

き
儀
と
奉
存
候
。
何
卒
御
一
新
に
方
り
右
非
人
穢
多
の
称
廃
止
せ
ら
れ
、
庶
人
に
御
加
え
相
成
よ
う
仕
り
度
、
巳
に
旧
幕
府
に
て
昨
春
弾

内
記
支
配
下
の
者
穢
多
の
称
廃
し
候
儀
こ
れ
あ
り
て
候
処
、
御
一
新
に
方
り
な
お
右
様
の
儀
に
御
心
附
こ
れ
な
く
候
わ
ば
、
王
政
大
御
欠

点
と
奉
存
候
。
右
こ
の
度
改
め
て
庶
民
に
御
加
え
こ
れ
あ
り
度
奉
存
候
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
士
農
工
商
も
均
し
く
人
間
で
職
業
に
貴
賤
な
く
、
こ
の
よ
う
な
区
別
を
設
け
る
の
は
甚
だ
害
で
あ
り
、
外
国
に
対
し
て

も
早
く
こ
の
習
弊
を
一
変
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
幕
府
へ
の
長
年
の
功
労
に
よ
り
昨
春
に
穢
多
か
ら
普
通
民
へ
と
解

放
さ
れ
た
弾
左
衛
門
配
下
の
こ
と
を
引
合
い
に
だ
し
、
穢
多
、
非
人
を
解
放
す
べ
き
こ
と
が
、
当
然
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
つ
い
に
明
治
四
年
八
月
二
十
八
日
の
大
政
官
布
告
第
六
十
一
条
の
解
放
令
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
「
穢
多
非
人
等
の
称
を
廃
さ
れ
候
条
自
今
身
分
職
業
共
平
民
同
様
た
る
べ
き
事
、
同
日
各
府
県
へ
の
布
達
、
穢
多
非
人
等
の
称
廃
さ
れ

候
条
、
一
般
民
籍
に
編
入
し
、
身
分
職
業
共
都
て
同
一
に
相
成
候
よ
う
取
扱
う
べ
し
。
尤
も
地
租
そ
の
他
除
蠲
の
仕
末
も
こ
れ
あ
り
候
わ

ば
、
引
直
方
見
込
取
調
、
大
蔵
省
へ
伺
い
出
ず
べ
き
事
」

　

か
く
し
て
穢
多
、
非
人
は
封
建
的
義
務
を
撤
廃
せ
ら
れ
、
法
的
に
制
限
や
束
縛
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
平
民
と
同
様

で
あ
る
こ
と
を
法
的
に
保
証
さ
れ
、
穢
多
二
十
八
万
三
百
十
一
人
、
非
人
二
万
三
千
四
百
八
十
人
、
皮
作
等
雑
種
七
万
九
千
百
九
十
五
人
、

総
計
三
十
八
万
二
千
八
百
六
十
六
人
が
解
放
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
お
い
て
は
、
穢
多
と
い
う
名
称
は
廃
さ
れ
た
が
、
そ
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の
代
わ
り
に
新
平
民
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
し
く
平
民
籍
に
入
っ
た
の
で
新
平
民
に
違
い
は
な
い
の
で
あ
る
が
、

そ
の
名
称
に
よ
っ
て
平
民
と
区
別
さ
れ
相
変
わ
ら
ず
疎
外
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
応
の
法
的
な
解
放
は
こ
こ
に
み
た
が
、
穢
多

に
対
す
る
民
衆
の
潜
在
的
畏
怖
の
意
識
が
解
消
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
真
の
穢
多
解
放
に
至
っ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。

日
蓮
教
団
と
旃
陀
羅
問
題

　

近
世
に
お
け
る
旃
陀
羅
問
題
に
つ
い
て
の
日
蓮
教
団
の
動
き
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
仲
尾
俊
博
著
『
宗
教
の
部
落
差
別
』
の
日
蓮

宗
の
章
（
二
三
五
〜
二
六
七
頁
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
、
紀
伊
国
紀
州
藩
第
七
代
藩
主
の
徳
川
宗
将
（
一
七
二
〇
〜
一
七
六
五
年
）
が
日
蓮
教
団
を
批
判
し
た
『
挫
日
蓮
』、

国
学
者
・
神
道
家
で
あ
る
平
田
篤
胤
（
一
七
七
六
〜
一
八
四
三
年
）
が
著
し
た
『
神
敵
二
宗
論
』
が
あ
る
。

　
『
挫
日
蓮
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
日
蓮
は
も
と
至
極
下
賤
の
者
の
子
な
れ
ば
土
民
た
り
と
も
帰
依
す
べ
き
者
に
あ
ら
ず
、
外
道
が
佐
渡
書
云
日
蓮
今
生
に
は
貧
窮
下
賤

の
者
と
生
、
旃
陀
羅
の
家
よ
り
出
た
り
文
。
う
た
が
う
と
こ
ろ
な
く
穢
多
の
子
な
る
事
を
、
し
か
る
を
金
山
鈔
に
我
祖
の
世
姓
は
三
国
氏
、

父
は
遠
州
貫
名
の
重
実
の
子
重
忠
、
母
は
清
原
氏
也
文
。
こ
れ
大
な
る
つ
く
り
こ
と
な
り
、
東
鑑
、
保
元
平
治
等
に
も
遠
州
の
大
守
に
貫

名
と
な
の
れ
る
者
一
人
も
無
し
、
あ
と
か
た
も
な
き
偽
な
り
、
日
題
が
閑
邪
陳
善
記
に
も
日
蓮
か
旃
陀
羅
の
子
な
る
こ
と
は
閉
口
し
て
あ

ら
そ
わ
す
笑
う
可
、
秋
元
抄
に
云
身
延
の
四
山
河
の
中
に
庵
を
結
を
乃
至
、
自
死
鹿
皮
を
衣
と
し
文
、
け
だ
も
の
の
皮
を
は
ぐ
日
蓮
穢
多

の
子
の
し
る
し
な
り
、
し
か
る
に
撰
時
抄
云
さ
れ
は
日
蓮
は
当
帝
の
父
母
乃
至
漢
土
月
支
に
も
一
閻
浮
提
の
内
に
も
肩
を
な
ら
ぶ
る
者
あ

る
べ
か
ら
ず
、
又
云
日
蓮
は
日
本
国
の
棟
梁
な
り
文
、
こ
れ
も
っ
た
い
無
き
悪
口
な
り
、
日
本
の
棟
梁
な
ど
と
云
て
愚
人
を
だ
ま
し
朝
敵

の
大
将
と
な
ら
ん
志
な
る
べ
し
穢
多
の
子
に
て
か
か
る
ぞ
う
言
う
吐
く
、
天
子
将
軍
を
か
ろ
し
め
奉
こ
と
言
語
に
つ
く
し
が
た
き
大
悪
人

な
り
」
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こ
こ
で
は
日
蓮
を
「
穢
多
の
子
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
秋
元
殿
御
書
』
に
「
自
死
の
鹿
の
皮
を
衣
と
し
」
の
文
か
ら
「
け
だ
も
の
、

皮
を
は
ぐ
、
日
蓮
穢
多
の
子
の
し
る
し
な
り
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
穢
多
の
子
で
あ
る
日
蓮
が
日
本
の
棟
梁
で
あ
る
と
大
言
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
天
子
将
軍
を
軽
ん
じ
て
い
る
大
悪
人
の
仕
業
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
田
篤
胤
は
神
道
の
立
場
か
ら
、
こ
の
『
挫
日
蓮
』
を
受
け
継
い
だ
形
で
批
判
し
て
い
る
。
彼
は
、「
日
蓮
の
よ
う
な
正
直
な

人
が
穢
多
の
子
で
な
か
っ
た
ら
、
旃
陀
羅
が
子
と
い
う
は
ず
が
な
い
」
と
し
、
日
蓮
は
賤
し
い
穢
多
の
出
身
で
、
そ
の
教
え
も
賤
し
い
教

え
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

徳
川
宗
将
は
、
日
本
の
棟
梁
は
将
軍
家
で
あ
る
徳
川
家
で
あ
り
日
蓮
が
日
本
の
棟
梁
と
は
何
事
か
、
日
蓮
の
思
想
が
反
幕
府
の
思
想
と

な
り
う
る
と
い
う
思
い
が
伺
え
る
。
ま
た
、
平
田
篤
胤
に
し
て
も
神
道
の
立
場
か
ら
当
時
信
仰
さ
れ
て
い
た
神
仏
習
合
の
三
十
番
神
信
仰

へ
の
批
判
が
根
底
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
寛
永
四
年
に
立
真
斎
が
『
挫
日
蓮
笑
解
』
を
著
し
て
、
旃
陀
羅
は
殺
者
で
漁
人
の
こ
と
で
、
し
か
も
世
系
正
し
い
三

国
氏
で
あ
っ
て
決
し
て
賤
し
い
穢
多
で
な
い
と
し
て
い
る
。「
日
蓮
が
鹿
衣
を
着
た
か
ら
穢
多
で
あ
る
と
は
と
ん
で
も
な
い
。
孔
子
様
は
、

羔
裘
や
鹿
裘
は
礼
服
だ
と
仰
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
法
華
の
棟
梁
で
あ
る
日
蓮
様
の
鹿
衣
を
穢
多
の
証
拠
と
決
め
つ
け
る
の
は
学
問
の
無
い

者
の
言
う
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、「
日
蓮
は
穢
多
の
子
で
は
な
く
漁
民
の
子
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
日
蓮
聖
人
の
出
自
に
つ
い
て
、
穢
多
の
子
と
い
う
批
判
に
対
し
て
日
蓮
は
穢
多
の
子
で
は
な
い
と
い
う
主
張
を
構
築
し
て

い
く
中
で
、
逆
に
穢
多
で
あ
る
人
々
を
蔑
ろ
に
し
て
し
ま
う
結
果
を
招
い
た
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
『
日
本
思
想
闘
争
史
料
』
に
は
、
本
願
寺
の
良
円
が
、
日
蓮
は
旃
陀
羅
の
子
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
旃
陀
羅
の
賤
し
い
素
性
の
者
は
四

姓
外
の
者
で
出
家
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
日
蓮
は
一
人
前
の
僧
侶
と
は
い
え
な
い
、
と
主
張
し
、
こ
れ
に
対
し
て
日
蓮
教
団
側
か
ら
の

反
論
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
蓮
が
自
ら
旃
陀
羅
の
子
じ
ゃ
と
云
て
置
た
。（
中
略
）
是
を
否
な
事
に
思
ふ
な
ら
ば
仏
は
好
ま
ぬ
が
宜
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
斯
や
う
に
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素
性
の
早
（
卑
）
き
者
で
も
構
わ
ぬ
が
仏
道
の
本
意
で
は
な
い
か
。」
と
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
更
に
良
円
側
は
「
出
家
は
四
姓
の
素

性
の
わ
か
っ
た
者
だ
け
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
旃
陀
羅
は
四
姓
の
外
、
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
で
あ
る
か
ら
出
家
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
穢
多

は
人
間
外
だ
か
ら
差
別
さ
れ
て
当
然
で
、
賤
し
い
者
は
出
家
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

仏
教
の
本
意
は
「
人
は
生
ま
れ
に
よ
っ
て
賤
し
い
者
と
な
る
の
で
は
な
い
。
生
ま
れ
に
よ
っ
て
尊
い
者
と
な
る
の
で
は
な
い
。
人
は
行

い
に
よ
っ
て
賤
し
い
者
と
も
な
り
、
行
い
に
よ
っ
て
尊
い
者
と
な
る
の
で
あ
る
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
が
ど
の
よ
う
な
出

自
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
本
意
は
変
わ
り
な
い
と
い
う
主
張
を
大
事
に
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
と
め

　

同
じ
人
種
で
あ
り
な
が
ら
他
か
ら
差
別
さ
れ
、
人
間
で
あ
り
な
が
ら
人
間
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
穢
多
の
悲
惨
な
る
実
状
を
作
り
上
げ
た

の
は
殺
生
禁
忌
を
重
ん
じ
る
仏
教
教
団
に
起
因
し
、
江
戸
幕
府
の
封
建
制
度
を
要
因
に
確
固
な
る
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ
た
と
言
え
る
。

そ
の
中
に
お
い
て
仏
教
本
来
の
本
意
は
歪
曲
さ
れ
、
穢
多
を
戒
律
に
背
く
も
の
と
し
て
排
除
し
て
い
る
。
当
時
の
情
勢
に
於
い
て
教
団
存

続
、
拡
張
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
仏
教
の
本
質
を
離
れ
た
行
為
で
あ
り
、
反
省
す
べ
き
点
が
あ
る
。

　
『
被
差
別
部
落
の
起
源
に
見
る
「
旃
陀
羅
が
子
な
り
」
の
一
考
察
（
Ⅰ
）』
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
は
、
父
母
の
成
仏
、
自
身

の
成
仏
を
見
据
え
た
時
、
仏
教
に
お
い
て
卑
賤
視
さ
れ
て
い
る
旃
陀
羅
も
救
済
の
対
象
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
聖
人
の
一
切

衆
生
を
成
仏
さ
せ
ん
と
の
大
慈
悲
と
、
仏
法
の
本
源
的
な
平
等
観
の
深
さ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

部
落
問
題
を
は
じ
め
様
々
な
人
権
問
題
が
現
代
に
お
い
て
も
山
積
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
先
日
、
原
発
立
地
地
域
の
福
井
県
か
ら
他
県

へ
嫁
入
り
し
よ
う
と
し
た
娘
さ
ん
が
、
相
手
方
の
両
親
に
挨
拶
に
行
っ
た
際
、
放
射
能
を
浴
び
て
い
る
地
域
の
人
と
息
子
を
結
婚
さ
せ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
破
談
に
な
っ
た
と
い
う
報
告
を
伺
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
部
落
問
題
と
同
じ
よ
う
な
差
別
構
造
を
生
じ
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
る
。
我
々
は
、
今
一
度
部
落
問
題
を
通
じ
、
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
人
権
問
題
に
注
視
し
、
布
教
活
動
の
中
で
日
蓮
聖
人
の
本
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意
を
組
入
れ
、
人
権
啓
発
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
記
、
明
治
維
新
政
府
は
一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
八
月
二
十
八
日
の
太
政
官
布
告
（
賤
民
解
放
令
）
に
よ
り
、「
穢
多
・
非
人
」
身
分
を
廃
止

し
「
新
平
民
」
と
し
た
。
そ
れ
以
後
「
新
平
民
」
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
使
用
が
は
ば
か
ら
れ
る
ほ
ど
の
蔑
称
と
な
っ
て
い
た
。
一

九
〇
一
年
「
明
治
三
四
年
度
奈
良
県
学
事
年
報
」
を
初
見
に
（
諸
説
あ
り
）、「
特
殊
部
落
」
の
呼
称
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、「
特

殊
部
落
」
の
呼
称
も
次
第
に
蔑
称
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
歴
史
学
者
井
上
清
が
一
九
五
四
年
の
論
文
で
、「
被
差
別
部
落
」
の
語
を
考
案
し
た
。

近
年
は
人
々
が
和
合
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
「
同
情
融
和
」、「
同
胞
一
和
」
と
い
う
語
を
略
す
る
形
で
「
同
和
」
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
言
葉
は
、
摂
政
宮
裕
仁
が
即
位
さ
れ
る
際
に
言
わ
れ
た
『
群
臣
百
官
二
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
語
』
の
「
…
…
人
心
惟
レ
同
シ
ク
民
風
惟
レ
和
シ
汎
ク

一
視
同
仁
ノ
化
ヲ
宣
ヘ
…
…
」
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
主
に
部
落
差
別
の
解
放
や
解
消
を
目
指
す
諸
問
題
に
用
い
ら
れ
る
。

　

本
文
中
に
は
時
代
背
景
を
考
慮
し
、
あ
え
て
「
穢
多
」「
新
平
民
」「
特
殊
部
落
」
の
呼
称
を
使
用
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
ご
容

赦
下
さ
い
。
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